
工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業のうち、省CO2型設備更新支援A(標準事業)、B(大規模電化・燃料転換事業)

No.
GAJ

受付番号
GAJ事業番号

上段：代表事業者
下段：共同事業者

実施場所 実施場所の所在地 参加形態 事業名

A30-43 A306 5322039 ナバ開発株式会社 ホテル日航ハウステンボス 長崎県佐世保市 単独 高効率空調機導入によるCO2削減事業

A30-44 A311 5322044
株式会社中川製作所
中川ホールディングス株式会社

水戸工場 茨城県東茨城郡 単独 高効率変圧器導入によるCO2削減事業

A30-45 B306 5332012
中部電力ミライズ株式会社
富士特殊紙業株式会社

富士特殊紙業株式会社 本社工場 愛知県瀬戸市 単独
吸収式冷温水機から
高効率ヒートポンプへの更新

A30-46 B206 5332015 ニチアス株式会社 袋井工場 静岡県袋井市 単独
都市ガス焚き貫流ボイラー導入による
CO2削減事業

採択 補助事業区分：設備更新補助事業 A 主要なシステム系統でCO2排出量30％以上削減

1 / 2 ページ
sf06p3



工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業のうち、省CO2型設備更新支援A(標準事業)、B(大規模電化・燃料転換事業)

No.
GAJ

受付番号
GAJ事業番号

上段：代表事業者
下段：共同事業者

実施場所 実施場所の所在地 参加形態 事業名

A15-61 A301 5322036 株式会社平八 株式会社平八 冷凍物流センター 大阪府豊中市 単独
高効率冷凍・冷蔵設備導入による
CO2削減事業

A15-62 A302 5322037 医療法人 健栄会 介護老人保健施設 フルリール甲府 山梨県甲府市 単独
介護老人保健施設 フルリール甲府
高効率空調機導入によるCO2削減事業

A15-63 A303 5322038
株式会社オザム
株式会社ニュー本庄

スーパーオザム東所沢店 埼玉県所沢市 単独 スーパーオザム東所沢店 設備更新事業

A15-64 A307 5322040
株式会社ヤマト
独立行政法人都市再生機構

スーパーヤマト大幸店 愛知県名古屋市 単独 スーパーヤマト大幸店によるCO2削減事業

A15-65 A308 5322041 株式会社亀山亭ホテル 亀山亭ホテル 大分県日田市 単独
亀山亭ホテルにおける
高効率機器導入によるCO2削減事業

A15-66 A309 5322042
株式会社女将塾
恵那峡リンクス株式会社

ゆずり葉 岐阜県恵那市 単独 ゆずり葉における高効率機器導入によるCO2削減事業

A15-67 A310 5322043 株式会社大暉 ガーデンハウス勝山 大阪府大阪市 単独
高効率マルチエアコンの導入による
CO2削減事業

A15-68 A312 5322045
株式会社スマート・リソース
株式会社海栄館

株式会社海栄館 汐の丸 愛媛県今治市 単独
汐の丸における高効率機器導入による
CO2削減事業

A15-69 A314 5322046
株式会社オザム
株式会社コーエイコーポレーション

スーパーオザム小作店 東京都羽村市 単独 スーパーオザム小作店設備更新補助事業

A15-70 A315 5322047 株式会社リロバケーションズ

わん's LAND三浦海岸
ポイントバケーション南紀白浜
ポイントバケーション有馬
ゆとりろ津和野
ポイントバケーション軽井沢
ポイントバケーション下呂

神奈川県三浦市
和歌山県西牟婁郡
兵庫県神戸市
島根県鹿足郡
長野県北佐久郡
岐阜県下呂市

グループ
㈱リロバケーションズ6施設における
高効率機器導入によるCO2削減事業

A15-71 A316 5322048
株式会社スマート・リソース
株式会社フォレスト

ホテル城山/ゆがわら水の香里/湯の里杉菜 神奈川県足柄下郡 グループ
ホテル城山／ゆがわら水の香里／湯の里杉菜における高効率
機器導入によるCO2削減事業

A15-72 B307 5332013 武州製薬株式会社 会津工場 福島県会津若松市 単独 会津工場のガス焚き蒸気ボイラ導入によるCO2削減事業

A15-73 B205 5332014 昭和化学工業株式会社 秋田工場 秋田県北秋田市 単独
昭和化学工業株式会社 秋田工場における
工業炉に使用する燃料の転換による
省CO2事業

A15-74 B207 5332016 ニットービバレッジ株式会社 本社工場 富山県下新川郡 単独
ニットービバレッジ株式会社
本社工場 脱炭素事業

採択 補助事業区分：設備更新補助事業 A 工場事業場でCO2排出量15％以上削減

2 / 2 ページ
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 ナバ開発株式会社

ホテル日航ハウステンボス
なし

運用改善 集中コントローラー機能による空調機運用改善 ○ 予定なし 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

3

電化 高効率空調機への更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 22 22 22 221

3 3 3 3

22

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

更新対象分の空調シス
テム

対策によるCO2削減効果 ― 0 25

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 79 79 79

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,732

対
基準年度

CO2削減量 ― 25 25

25 25

1,706

0 25 25

1,732 1,732 1,732 1,732

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

32.2

79 79 79

0.0 1.5 1.5 1.5 1.5

1,7061,706 1,706

1,732

0 25 25

1,732

25 25 25

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 25 25 25 25

CO2削減率(%) ― 0.0 32.2 32.2

CO2排出量(対策後) ― 79 53

2030年、基準年度CO2排出量の50％減を目指す。

2050年度でのCO2実質排出量ゼロを目指していく。

53 53 53

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

32.2

採択者一覧へ戻る

A30-43



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

15 15 15

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

38.6

基準年度から30％程度のCO2削減を目指す。
受電変圧器やコンプレッサー等の更新の他、高効率UV印刷システムの導入等を進
めることで、省エネルギーを図る。また、太陽光発電の導入や電気の契約メ
ニューの切り替え等により、再生可能エネルギー比率を高めることで、総合的な
CO2削減を遂行する。

政府方針に従い、CO2排出量ゼロを意識した取り組みを進める。
省エネルギーに関する新技術の導入検討や、再生可能エネルギーの導入量の拡大
を検討する。

10 10

1,036

10 10 10

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 10 10 10 10

CO2削減率(%) ― 0.0 38.6 38.6

CO2排出量(対策後) ― 25 15

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

38.6

25 25 25

0.0 0.9 0.9 0.9 0.9

1,0271,027 1,027

1,036

0

10 10

1,027

0 10 10

1,036 1,036 1,036 1,036

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

受電設備、圧空システ
ム

対策によるCO2削減効果 ― 0 10

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 25 25 25

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,036

対
基準年度

CO2削減量 ― 10 10

8 8 8 8

2 2 2 2 2

令和7年度 令和8年度

8設備導入 第1工場受電変圧器の更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 コンプレッサー吐出圧力の低減 ○ 予定なし 令和6年10月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社中川製作所

水戸工場
一般社団法人環境エネルギー事業協会

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A30-44



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

537 537 537

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

38.0

今回の空調機更新・照明器具のLED化・無溶剤ラミネート機の導入（乾燥炉を使
用しないため蒸気不要）を検討。

今回の空調機更新・照明器具のLED化・無溶剤ラミネート機の導入（乾燥炉を使
用しないため蒸気不要）を検討。

330 330

9,499

330 330 330

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 330 330 330

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 38.0

CO2排出量(対策後) ― 867 867

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

38.0

867 867 867

0.0 0.0 3.5 3.5 3.5

9,1699,499 9,169

9,499

0

330 330

9,169

0 0 330

9,499 9,499 9,499 9,499

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

吸収式冷温水機

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 867 867 867

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 9,499

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 330

322 322 322 322

7 7 7 7

令和7年度 令和8年度

電化 吸収式冷温水機から高効率ヒートポンプへの更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年7月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 冷暖房設定温度の緩和 ○ 令和7年10月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 富士特殊紙業株式会社

本社工場　工場棟
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A30-45



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 ニチアス株式会社

袋井工場
静岡ガス株式会社

部分更新・機
能付加

蒸気配管の保温 ○ 予定なし 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

2

燃料低炭素化 ボイラーの燃料転換 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 3,908 3,908 3,908 3,9081

2 2 2 2

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

蒸気システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 2

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 12,219 12,219 12,219

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 25,960

対
基準年度

CO2削減量 ― 2 3,910

3,910 3,910

22,049

0 2 3,910

25,960 25,960 25,960 25,960

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

32.0

12,219 12,219 12,219

0.0 0.0 15.1 15.1 15.1

22,04925,957 22,049

25,960

0 3,910 3,910

25,960

3,910 3,910 3,910

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 2 3,910 3,910 3,910

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 32.0

CO2排出量(対策後) ― 12,219 12,216

2021年を基準年度とし、2030年までにGHG排出量を▲42％削減する。（ニチアス
グループ全体）
(2030年　目標排出量＝14.8万tｰCO2 /年)

ニチアスグループは全事業場が排出するGHG排出量を2050年までに実質ゼロ(カー
ボンニュートラル)とする

8,308 8,308 8,308

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

32.0

採択者一覧へ戻る

A30-46



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

197 197 197

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

34.6

省エネルギー活動の他、太陽光発電設備の導入により
2025年（目標年度）までに基準年度の30％以上の削減を達成する。

冷凍機については省エネ型自然冷媒機器の導入を検討する。
低炭素電力への切替等の施策により、CO2排出量をゼロにする。

104 104

467

104 104 104

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 104 104 104 104

CO2削減率(%) ― 0.0 34.6 34.6

CO2排出量(対策後) ― 301 197

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

34.6

301 301 301

0.0 22.4 22.4 22.4 22.4

362362 362

467

0

104 104

362

0 104 104

467 467 467 467

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

冷凍・冷蔵システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 104

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 301 301 301

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 467

対
基準年度

CO2削減量 ― 104 104

101 101 101 101

3 3 3 3 3
デフロスト間隔の
最適化の検討

令和7年度 令和8年度

省エネ型自然冷媒機器の導入
検討101設備導入 高効率冷凍・冷蔵設備の導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年9月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 デフロスト間隔の延長 ○ 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社平八

株式会社平八　冷凍物流センター
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-61



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

3

運用改善 各フロア毎の集中リモコン管理によるデマンドコントロール 令和6年12月

設備導入 エコプレートの設置 令和6年12月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 医療法人　健栄会

介護老人保健施設フルリール甲府
なし

電化 ヒートポンプエアコンの動力源の転換 国(SHIFT) 令和6年12月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

44

22 22 22 22

23 23 23 23 23

44 44 44 44

22

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 426

対
基準年度

CO2削減量 ― 90 90

90 90

337

0 90 90

426 426 426 426

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 21.0 21.0 21.0 21.0

337337 337

426

0 90 90

426

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

2030年、基準年度CO2排出量の20％減を目指す。その実現に向けて途中の2025年
（目標年度）までに基準年度の15％以上の削減を達成する。

政府の掲げている2050年カーボンニュートラルの実現に向けて取り組みます

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る

A15-62



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

3

設備導入 高効率空調設備への更新 国(SHIFT) 令和7年1月

設備導入 LED照明の導入 予定なし 令和7年1月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社オザム

スーパーオザム東所沢店

設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和7年1月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

61

3 3 3 3

19 19 19 19 19

61 61 61 61

3

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 382

対
基準年度

CO2削減量 ― 83 83

83 83

300

0 83 83

382 382 382 382

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 21.6 21.6 21.6 21.6

300300 300

382

0 83 83

382

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2025年（目標年度）までに基準年度の20％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当事業場からのCO2排出量をゼロにする。

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

3

設備導入 空調設備 国(SHIFT) 令和7年2月

設備導入 LED照明設備の導入（自主的対策） 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社ヤマト

スーパーヤマト大幸店
なし

設備導入 高効率冷凍冷蔵設備の導入 国(SHIFT) 令和7年2月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

低炭素となるよう運用を模索
する。24

0 0 0 0
低炭素となるよう運用を模索
する。

低炭素となるよう運用を模索
する。5 5 5 5 5

24 24 24 24

0

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 134

対
基準年度

CO2削減量 ― 29 29

29 29

104

0 29 29

134 134 134 134

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 22.0 22.0 22.0 22.0

104104 104

134

0 29 29

134

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

社員の意識付け、運用面での改善を継続的に行いつつ、高効率機器への更新を実
施、中期的にCO2削減を行う。2030年に基準年度対比25％減を目指す。その実現
に向けて本年度に設備投資を行い、CO2排出削減に寄与する対策を講じる。

2050年までにCO2排出量ゼロに向けた取り組みを継続実施する。将来の技術革新
を視野に入れ、カーボンニュートラルを目指す。

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

159 159 159

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

30.6

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の21％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の20％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当施設からのCO2排出量をゼロにする。

70 70

336

70 70 70

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 70 70 70 70

CO2削減率(%) ― 0.0 30.6 30.6

CO2排出量(対策後) ― 229 159

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

30.6

229 229 229

0.0 20.8 20.8 20.8 20.8

266266 266

336

0

70 70

266

0 70 70

336 336 336 336

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

（給湯・加温システム
のハイブリッド化・エ
アコン設定温度緩和）

対策によるCO2削減効果 ― 0 70

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 229 229 229

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 336

対
基準年度

CO2削減量 ― 70 70

1

3 3 3 3

67 67 67 67電化 重油焚蒸気ボイラーの電化及びハイブリッド化 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 67

令和7年度 令和8年度

3運用改善 エアコンの温度緩和 ○ 予定なし 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社亀山亭ホテル

亀山亭ホテル
株式会社スマート・リソース

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

175 175 175 175

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社女将塾

ゆずり葉
株式会社スマート・リソース

運用改善 冷温水の出口温度調整 ○ 予定なし 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

3

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

8

電化 温水ボイラの電化および高効率化 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 472 472 472 472

175

1

2 電化 空調システムの更新 ○ 国(SHIFT)

8 8 8 8

令和6年10月

472

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

給湯・加温・空調シス
テム

対策によるCO2削減効果 ― 0 656

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 1,402 1,402 1,402

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,840

対
基準年度

CO2削減量 ― 656 656

656 656

1,184

0 656 656

1,840 1,840 1,840 1,840

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

46.8

1,402 1,402 1,402

0.0 35.7 35.7 35.7 35.7

1,1841,184 1,184

1,840

0 656 656

1,840

656 656 656

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 656 656 656 656

CO2削減率(%) ― 0.0 46.8 46.8

CO2排出量(対策後) ― 1,402 746

2030年、基準年度（令和7年度）CO2排出量の36％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の35％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当施設からのCO2排出量をゼロにする。

746 746 746

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

46.8

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

57 57 57

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

52.0

事業活動のあらゆる場面において環境負荷を低減することを意識し、事業活動に
伴うCO2削減に取り組んでいくことにより、政府が目標とする2013年度比46%の
CO2削減を目指します。

事業活動における省エネルギーの推進及びCO2排出量削減活動を推進し、2050年
カーボンニュートラルの達成を目指します。

62 62

248

62 62 62

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 62 62 62 62

CO2削減率(%) ― 0.0 52.0 52.0

CO2排出量(対策後) ― 119 57

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

52.0

119 119 119

0.0 24.8 24.8 24.8 24.8

187187 187

248

0

62 62

187

0 62 62

248 248 248 248

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 62

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 119 119 119

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 248

対
基準年度

CO2削減量 ― 62 62

58 58 58 58

4 4 4 4 4

令和7年度 令和8年度

58設備導入 空調の高効率化更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年10月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2 運用改善 空調設定温度の緩和 ○ 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社大暉

ガーデンハウス勝山
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

3 運用改善 宴会場系統エアコンの温度緩和 ○ 予定なし 令和6年11月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社海栄館

汐の丸
なし

設備導入 宴会場系統パッケージエアコンの更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

1

2 2 2 2

電化 ハイブリッド給湯・加温システムの導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 79 79 79 791

1 1 1 1

2

79

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

給湯・加温・空調シス
テム

対策によるCO2削減効果 ― 0 81

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 209 209 209

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 485

対
基準年度

CO2削減量 ― 81 81

81 81

404

0 81 81

485 485 485 485

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

38.8

209 209 209

0.0 16.7 16.7 16.7 16.7

404404 404

485

0 81 81

485

81 81 81

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 81 81 81 81

CO2削減率(%) ― 0.0 38.8 38.8

CO2排出量(対策後) ― 209 128

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の17％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の16％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当施設からのCO2排出量をゼロにする。

128 128 128

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

38.8

採択者一覧へ戻る

A15-68



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

2030年、基準年度CO2排出量の50％減を目指す。その実現に向けて、途中の2025
年（目標年度）までに基準年度の19％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当工場からのCO2排出量をゼロにする。

85 85

437

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 19.5 19.5 19.5 19.5

352352 352

437

0

85 85

352

0 85 85

437 437 437 437

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 437

対
基準年度

CO2削減量 ― 85 85

63 63 63 63

3

19 19 19 19 19

3 3 3 3

令和7年度 令和8年度

63設備導入 高効率冷凍冷蔵設備への更新 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2

3

設備導入 高効率空調設備への更新 国(SHIFT) 令和6年11月

設備導入 LED照明設備への更新 予定なし 令和6年11月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社オザム

スーパーオザム小作店
事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-69



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

591 591 591

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

1 1 1 11

40.7

2

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の23％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の22％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当施設からのCO2排出量をゼロにする。

407 407

1,850

407 407 407

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 407 407 407 407

CO2削減率(%) ― 0.0 40.7 40.7

CO2排出量(対策後) ― 998 591

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

40.7

998 998 998

0.0 22.0 22.0 22.0 22.0

1,4431,443 1,443

1,850

0

407 407

1,443

0 407 407

1,850 1,850 1,850 1,850

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

給湯・加温・空調シス
テム

対策によるCO2削減効果 ― 0 407

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 998 998 998

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,850

対
基準年度

CO2削減量 ― 407 407

6 電化
温水ボイラーの燃料転換及びハイブリッド化（ポイントバケー
ション下呂）

9

10

11

12

1

2

3

4

電化
温水ボイラーの燃料転換及び温泉熱利用のハイブリッド化（ポイ
ントバケーション南紀白浜）

○ 国(SHIFT)

2

1

3 3 3 3

1

令和6年11月

25

休館による給湯利用時間の短縮（ポイントバケーション下呂） ○ 予定なし 令和7年1月

運用改善 休館による給湯利用時間の短縮（ポイントバケーション軽井沢） ○ 予定なし 令和7年1月 2 2 2

94 94 94 94○ 国(SHIFT) 令和6年11月 94電化 温水ボイラーの燃料転換及びハイブリッド化（ゆとりろ津和野）

136 136 136 136令和6年11月 136○ 国(SHIFT)

電化
温水ボイラーの燃料転換及びハイブリッド化（ポイントバケー
ション有馬）

○ 国(SHIFT) 令和6年11月 67

74

67

25 25 25電化
温水ボイラーの燃料転換及びハイブリッド化（わん'sLAND三浦海
岸）

○ 国(SHIFT) 令和6年11月 25

1 1運用改善 1 1 1

1

1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

運用改善 休館による給湯利用時間の短縮（ポイントバケーション有馬） ○ 予定なし 令和7年1月 1

令和7年度 令和8年度

3設備導入 温水ボイラーの高効率化（ポイントバケーション軽井沢） ○ 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

5

以降の活動予定
令和6年度

7

8

運用改善 休館による給湯利用時間の短縮(わん'sLAND三浦海岸) ○ 予定なし 令和7年1月

運用改善 休館による給湯利用時間の短縮(ポイントバケーション南紀白浜) ○ 予定なし 令和7年1月

運用改善 休館による給湯利用時間の短縮（ゆとりろ津和野） ○ 予定なし 令和7年1月

511．脱炭素化計画

5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社リロバケーションズ
わん'sLAND三浦海岸　ポイントバケーション南紀白浜　ポイントバケーション有馬　ゆとりろ津和野
ポイントバケーション軽井沢　ポイントバケーション下呂

株式会社スマート・リソース

74 74 74 74

67 6767

事業者名

工場・事業場名

支援機関名

A15-70

採択者一覧へ戻る



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

94

159 159 159

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

59.7

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の22％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の21％以上の削減を達成する。

国の環境方針に沿い、2050年には当施設からのCO2排出量をゼロにする。

236 236

1,115

236 236 236

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 236 236 236 236

CO2削減率(%) ― 0.0 59.7 59.7

CO2排出量(対策後) ― 395 159

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

59.7

395 395 395

0.0 21.1 21.1 21.1 21.1

879879 879

1,115

0

236 236

879

0 236 236

1,115 1,115 1,115 1,115

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

給湯・加温・空調シス
テム

対策によるCO2削減効果 ― 0 236

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 395 395 395

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,115

対
基準年度

CO2削減量 ― 236 236

22 22 22

5 電化 空調システムの更新（湯の里杉菜） ○ 国(SHIFT) 令和6年12月 94 94

4 電化 給湯システムのハイブリッド化（湯の里杉菜） ○ 国(SHIFT) 令和6年12月 22 22

1

2

3

電化 空調システムの更新（ホテル城山） ○ 国(SHIFT)

2 2 2 2

1

令和6年12月

39

電化 給湯システムのハイブリッド化（水の香里） ○ 国(SHIFT) 令和6年12月 16

58

16

39 39 39電化 給湯、昇温システムのハイブリッド化（ホテル城山） ○ 国(SHIFT) 令和6年12月 39

4 4 4 4 4

1 1 1 1

令和7年度 令和8年度

2運用改善 エアコンの温度緩和（ホテル城山） ○ 予定なし 令和7年1月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

6

以降の活動予定
令和6年度

7

8

運用改善 冷温水の出口温度の調整（水の香里） ○ 予定なし 令和6年12月

運用改善 エアコンの温度緩和（湯の里杉菜） ○ 予定なし 令和7年1月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社フォレスト

ホテル城山　ゆがわら水の香里　湯の里杉菜　　
なし

58 58 58 58

16 1616

94 94

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-71



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

3,157 3,157 3,157

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

31.8

2016年度の排出量に対して38%の削減を目標としている。
天然ガスへの燃料転換、グリーン電力への移行等のエネルギー減の見直しを含め
各種脱炭素化、省炭素化を推進していく。

国の環境方針に沿い、2050年には当工場からのCO2排出量をゼロにする。

1,488 1,488

8,998

1,472 1,472 1,472

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 1,472 1,472 1,472

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 31.8

CO2排出量(対策後) ― 4,629 4,629

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

31.8

4,629 4,629 4,629

0.0 0.0 16.5 16.5 16.5

7,5098,994 7,509

8,998

0

1,488 1,488

7,509

0 4 1,488

8,998 8,998 8,998 8,998

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

熱源システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 4,629 4,629 4,629

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 8,998

対
基準年度

CO2削減量 ― 4 1,488

1

6 6 6 6

12

1,466 1,466 1,466燃料低炭素化 ガス焚きボイラへの更新 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 1,466

4 4 4 4 4

12 12 12

令和7年度 令和8年度

運用改善 ボイラブロー率変更による損失削減 ○ 予定なし 令和7年8月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

2

以降の活動予定
令和6年度

3

4

部分更新・機
能付加

スチームトラップの定期点検及びメンテナンス 予定なし 令和7年4月

設備導入 コンプレッサの更新 予定なし 令和6年12月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 武州製薬株式会社

会津工場
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-72



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2
部分更新・機
能付加

2号キルンへの断熱層追加による放熱ロス削減 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 昭和化学工業株式会社

秋田工場
なし

燃料低炭素化 １号キルン、２号キルン、熱風炉の燃料転換 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

55 55 55 55

1,752 1,752 1,752 1,752

55

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 7,839

対
基準年度

CO2削減量 ― 55 1,807

1,807 1,807

6,031

0 55 1,807

7,839 7,839 7,839 7,839

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0.0 0.7 23.1 23.1 23.1

6,0317,784 6,031

7,839

0 1,807 1,807

7,839

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― --- --- --- --- ---

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― --- ---

当社は、製造部門を有する企業集団であり、その製造工程において温室効果ガス
が排出されています。脱炭素社会に向けて、当社のCO2の削減目標を2030年度ま
でに2023年度比20％削減することと設定しております。当社の設備投資は温室効
果ガス低減を意識して実施いたします。

2050年カーボンニュートラルを目指す。

--- --- ---

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

採択者一覧へ戻る

A15-73



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

3,390 3,390 3,390

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

30.2

２０２７年度に２０１３年度比１９％、２０３０年度に２０１３年度比３８％の
CO2削減を達成する。（現在、策定検討中のため、暫定）

国の環境方針に沿い、２０５０年には当工場からのCO2排出量をゼロにする。
（現在、策定検討中のため、暫定）

1,467 1,467

9,413

1,467 1,467 1,467

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 1,467 1,467 1,467

CO2削減率(%) ― 0.0 0.0 30.2

CO2排出量(対策後) ― 4,857 4,857

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

30.2

4,857 4,857 4,857

0.0 0.0 15.6 15.6 15.6

7,9469,413 7,946

9,413

0

1,467 1,467

7,946

0 0 1,467

9,413 9,413 9,413 9,413

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

蒸気システム

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 4,857 4,857 4,857

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 9,413

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 1,467

1,231 1,231 1,231 1,231

235

1 1 1 1

235 235 235

令和7年度 令和8年度

燃料低炭素化 ボイラーの燃料転換 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2

3

設備導入 高効率ボイラーの導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月

運用改善 ボイラーブロー率の改善 ○ 予定なし 令和6年11月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 ニットービバレッジ株式会社

本社工場
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-74


